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研究成果の概要（和文）：ShakespeareのMacbethのF1 (1623)、JohnsonのThe Letters of Samuel Johnson (1782-84)
、DickensのOliver Twistの週刊分冊 (1837-39)とGreat Expectationの週刊分冊(1860-61)をTEIのガイドラインに準拠
し、文献学で培われて学際的蓄積を加味しながら作成し、今後の大規模な英文学におけるDTA構築のためのデジタル化
作業の礎を築くことができた。

研究成果の概要（英文）：We digitized Shakespeare's Macbeth (F1: 1623), Johnson's The Letters of Samuel 
Johnson (1782-84), and Dickens's Oliver Twist (Weekly Installments: 1837-39) and Great Expectations 
(Weekly Installments: 1860-61) with the TEI Guidelines and Philological scholarship. This digitizing 
process will enable us to build the huge Digital Text Archive of the English Literature in the near 
future.

研究分野： 英語文献学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究代表者が 2010 年にロンドン大学キ
ングズ学寮で開催された DH2010 (Digital 
Humanities2010)に初めて参加し研究発表した
際に、人文科学分野の文書を中心としたテク
ストの電子文書化を積極的に推し進めてい
る学術団体 TEI があることを知った。TEI は、
人文科学系の文書の電子文書化を推進する
一方で、そのガイドラインを非常に詳細に定
めている。ガイドライン TEI P5:Guidelines for 
Electronic Text Encoding and Interchange by the 
TEI Consortium (http://www.tei-c.org/release/ 
doc/tei-p5-doc/en/Guidelines.pdf)では、SGML 
(Standard Generalized Markup Language)、XML 
(Extensible Markup Language)をはじめ、様々
なマークアップ言語(Markup Language)によ
る電子化(Digitalization)を定義しており、情報
の交換や共有のための世界共通フォーマッ
トを定めている。ちょうどその時、共同研究
(代表者：今林修、分担者：島美由紀)「大規
模コーパスを用いたチャールズ・ディケンズ
の言語・文体研究」(研究課題番号：22520247)
において、ディケンズ、18 世紀英国小説、
19 世紀英国小説の三つの大規模コーパスを
構築中であったが、マークアップ言語を用い
ていない単なるテクスト形式(plain text)での
コーパス構築には限界を感じていた。現在の
ところ世界最大規模の英語文献の DTA は、
お そ ら く Project Gutenberg (http://www. 
gutenberg.org)であろうが、残念ながらこのア
ーカイブもほとんどがテクスト形式である。
たとえば、ディケンズのある作品中の動詞が
その作品中の全語彙数に占める割合を求め
たくとも文法タグ(grammatical tags)を付して
いないテクスト形式の電子テクストでは物
理的に不可能なのである。逆に文法タグを付
してさえいれば、その割合を求めるのにもの
の数秒ですむであろう。英語英文学研究者に
とって有用な電子テクストは英語英文学研
究の立場に立ってその研究者が自ら作成す
べきなのではなかろうかと考えていた。その
時に出会えたのが TEI であった。 
 また、DH2010 ではもう一つの学術上の大
きな出会いがあった。それは、東京大学大学
院人文社会系研究科の下田正弘教授を代表
とする「大正新脩大藏經テキストデータベー
ス」(http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT2012/ index. 
html)を構築している研究グループである。こ
のデータベースには、電子テクスト内の検索
はもとより、原典とテクストの相互リンク、
Digital Dictionary of Buddhism『電子佛教辭典』
とのリンクによる辞書検索機能、校註のテク
ストへの埋め込みなどが TEI のガイドライン
にそって網羅してあり、まさに本研究代表者
が求めているデータベースであった。このデ
ータベースを構築する技術を考案し、技術部
門を統括したのが本研究の分担者の永崎研
宣である。永崎から英文学の DDSTEL と
DTA 構築のための技術提供と援助を受けら
れることとなり、本研究の出発点となった。 

２．研究の目的 
本研究の目的は、TEI のガイドラインに沿っ
て、今日までの文献学で培われて学際的蓄積
を加味しながら、英文学における電子テクス
トの学術決定版 Digital Definitive Scholarly 
Texts of English Literature (DDSTEL)を作成す
ることである。最終的にはこの手法によって
作成された DDSTEL を集めてインターネッ
ト上に大規模な英文学の Digital Text Archive 
(DTA)を構築することを見据えている。 
 まずは、Shakespeare、Johnson、Dickens の
四作品の DDSTEL を作成し、今後の方針や問
題点を整理し、大規模な DTA 構築の礎 
を築く。 
 
３．研究の方法 
 永崎研宣が「大正新脩大藏經テキストデー
タベース」プロジェクトで培った技術指導の
下、TEI のガイドラインに準拠して、福元広
二が Shakespeare、水野和穂が Johnson、島美
由紀と今林修がDickensのDDSTEL を作成す
る。その際に、品詞などを示す文法タグをは
じめとする英語英文学研究に必要なテクス
ト情報をタグ化し、できるだけ多くの情報を
テクストに織り込んでいく。 
 本研究はディケンズレキシコンの共同研
究と相互補完関係にあるので、その共同研究
から生じるテクスト情報へのニーズも反映
させる。さらに、本研究は、英文学の大規模
な DTA を構築することを長期的な学際的視
野に入れているので、作成した DDSTEL の
問題点を洗い出し、今後 DDSTEL を作成し
ていく上での規格を定める。 
 
４．研究成果 
Shakespeare の Macbeth の F1 (1623)、Johnson
の The Letters of Samuel Johnson (1782-84)、
Dickens の Oliver Twist の週刊分冊 (1837-39)
と Great Expectation の週刊分冊(1860-61)を
TEI のガイドラインに準拠し、文献学で培わ
れて学際的蓄積を加味しながら作成し、今後
の大規模な英文学における DTA 構築のため
のデジタル化作業の礎を築くことができた。 
 本研究で培った TEI のガイドラインに沿っ
た世界的水準の電子テクスト作成のプロセ
スと技術により、英文学における大規模な
DTA の構築が実現できる目処が立ったこと
は、英文学研究に留まらず、英語学や英語史
の研究分野にも大変意義があると思われる。 
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